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青少年問題の悩みなどお気軽に

　　　2 4-0 8 0 0

(日曜･祝日除く毎日午前9時~午後6時)

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
・
咸
陽
・
カ
ム
ル
ー
プ
ス

友
好
三
都
市
が
集
う

　
宇
治
市
で
は
、
去
る
五
月
二
十
六
日

に
開
催
さ
れ
た
「
京
都
み
ど
り
の
祭
典
」

　
（
第
四
十
二
回
全
国
植
樹
祭
）
に
、
友

好
都
市
盟
約
を
結
ん
で
い
る
、
ス
リ
ラ

ン
カ
ー
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
、
中
国
・
咸

陽
（
か
ん
よ
う
）
市
、
カ
ナ
ダ
ー
カ
ム

ル
ー
プ
ス
市
の
代
表
を
招
待
し
ま
し
た
。

三
市
の
訪
問
団
は
、
同
祭
典
に
出
席
し

た
ほ
か
、
滞
在
中
に
市
内
を
見
学
。
宇

治
市
の
自
然
や
文
化
・
歴
史
に
触
れ
る

と
と
も
に
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

池
本
市
長
と
三
市
の
代
表
が
、
固
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た

｀
『
一
Ｗ
Ｅ

ご

摘むんですよ。市内茶園で

　茶摘みを体験一咸陽市一行萬福寺では座禅を体験－カムループス市一行
市内の幼稚園を訪問

　　　　　－ヌワラエリヤ市一行

｀ -

ふ
れ
あ

い
の
ひ

と
と
き

　
宇
治
市
を
訪
れ
た
の
は
、
ヌ
ワ
ラ
エ
リ

ヤ
市
訪
問
団
（
団
尽
日
セ
ネ
ビ
ラ
″
ト
ネ

市
長
）
四
人
。
咸
陽
市
訪
問
団
（
団
長
＝

李
市
長
）
五
人
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
訪
問

団
（
団
長
＝
ブ
ラ
ン
チ
フ
ラ
ワ
ー
市
長
代

理
）
二
十
二
人
の
、
合
計
三
十
一
人
。

　
三
訪
問
団
は
、
二
土
（
日
に
は
そ
ろ
っ

て
「
京
都
み
ど
り
の
祭
芦
に
出
席
。
会

場
の
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手
を
営
け
ま

し
た
。
同
祭
典
の
終
了
後
に
は
、
市
文
化

セ
ン
タ
ー
で
、
訪
問
団
員
が
見
守
る
中
、

池
本
市
長
を
含
め
た
四
都
市
の
代
表
が
記

念
植
樹
。
ま
た
、
二
十
七
日
に
は
、
宇
治

の
夏
の
風
物
詩
・
宇
治
川
の
鵜
（
う
）
飼
い

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
と
前
後
し
て
、
各
訪
問
団
は
、

市
内
見
学
粟
歯
し
た
歓
迎
委
員
会
の
皆

さ
ん
の
案
内
で
、
平
等
院
や
芭
砺
寺
な
ど

を
訪
問
。
宇
治
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
る

と
と
も
に
、
製
茶
工
場
や
自
動
車
工
場
な

ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
訪
問
団

一
行
は
、
萬
福
寺
で
の
座
禅
夕
体
験
し
、

ま
た
、
同
市
に
ホ
ー
ム
ー
ス
テ
イ
す
る
学

生
を
送
り
出
す
京
都
文
教
短
期
大
学
を
訪

問
。
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
訪
問
団
一
行
は
、

か
お
口
幼
稚
園
を
訪
問
し
、
か
わ
い
い
歓

迎
を
受
け
ま
し
た
。
一
方
、
咸
陽
市
訪
問

団
一
行
は
茶
摘
み
を
体
験
。
思
い
思
い
の

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
今
回
三
市
の
訪
問
団
を
迎
え
る
に
当
た

っ
て
は
、
多
く
の
語
学
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
の

皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訪
問
団
に
同
行
。

通
訳
だ
け
で
な
く
、
一
行
を
温
か
く
迎
政

る
市
民
の
一
人
と
し
て
も
、
大
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。

　市文化セン久一での４市合同植樹の後、訪問団

全員でパチリ／

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

1261

末長い友好を誓って



1991年（平成３年）６月11日発行（2）りよ宇　i台　m　&（　だ第920号

OPEN

THE
WIND

OW
オープン・ザ・ウインドウ

　
期
待
さ
れ
る

　
女
性
の
能
力

　
少
子
化
に
伴
う
育
児
期
間
の

短
縮
、
家
事
労
働
の
省
力
化
、

平
均
寿
命
の
伸
び
に
よ
っ
て
、

女
性
の
社
会
参
加
へ
の
意
識
が

高
ま
っ
て
海
歪
し
た
。
そ
の
結

果
、
働
く
女
性
は
史
上
最
高
の

千
七
日
四
十
九
万
人
ど
れ
は
、

雇
用
者
総
数
の
四
〇
八
Ｉ
セ
ン

ナ
イ
ス
キ
ャ
ッ
チ
！
　
　
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間

　
私
の
意
欲
・
会
社
の
期
待
６
／
１
↓
６
／
3
0

ト
で
、
働
く
人
の
二
・
五
人
に

一
人
は
女
性
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
近
年
、
労
働
力
が
不
足
気
味

と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

〈
礒
ま
す
未
丁
、
女
性
の
能
力

発
揮
へ
の
社
会
的
要
請
が
高
ま

っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
男
女
募
集
」
が
目
に
つ

　
く
よ
う
に
な
っ
た
が
！
？

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
と
は
、

募
集
・
採
用
か
ら
定
年
・
退
職
・

解
雇
ま
で
、
つ
ま
り
雇
用
の
入

口
か
ら
田
口
ま
で
の
各
段
階
で
、

男
女
の
均
等
な
機
会
と
待
遇
の

確
保
を
目
指
し
た
法
律
で
す
。
’

公
民
館
か
ら

視聴覚教材の

　　貸し出し

　中央公民館

　電話20-1411

　
中
央
公
民
館
で
は
、
地
域
や
職

場
で
の
学
習
会
や
活
動
に
役
立
て

て
い
た
だ
こ
う
と
、
視
聴
覚
教
材

を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
乗
馬

16ミリ映画フィルム一覧表

利
用
を
ご
希
望
の
団
体
・
グ
ル

Ｉ
プ
は
、
貸
し

出
し
の
三
日
前

ま
で
に
、
同
館

へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
（
営

利
目
的
や
個
人

で
の
使
用
に
は

貸
し
出
１
　
ま
せ

ん
）
。

　
な
お
、
土
ハ

ミ
リ
映
写
機
・

フ
ィ
ル
ム
の
貸

　
施
行
以
来
五
年
余
ぴ
が
経
過

し
た
現
在
、
募
集
・
採
用
に
つ

い
て
は
、
「
男
子
募
摂
「
男

子
だ
け
」
の
文
字
は
ほ
ぽ
一
掃

さ
れ
、
男
女
を
問
わ
な
い
求
人

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
康
司

　
ま
た
、
女
性
の
職
域
が
拡
大

す
る
と
共
に
、
職
務
上
の
経
験

を
積
ん
で
、
高
度
な
専
門
職
や

管
理
職
に
就
く
人
が
増
え
て
ぐ

る
な
ど
、
均
等
法
の
趣
旨
は
着

実
に
浸
透
し
て
き
て
い
未
了
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
技
術
系
の

職
場
で
は
ま
だ
「
男
子
の
み
募

集
」
が
見
ら
れ
た
り
、
女
性
を

特
定
の
職
場
に
限
定
し
て
配
置

す
る
な
ど
、
徹
底
し
て
い
な
い

し
出
し
に
は
、
同
館
が
実
施
す
る

　
「
土
ハ
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術
講

習
会
」
夕
受
講
し
、
操
作
免
許
証

か
痔
つ
人
が
操
作
す
る
こ
と
が
条

面
も
あ
る
ぷ
肩
す
。

　
ま
た
女
性
は
、
出
産
・
育
児
・

介
護
な
ど
に
よ
り
、
仕
事
夕
続

け
る
に
は
難
し
い
部
分
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
時
期
へ
の
対
応
も
、

大
き
な
課
題
と
言
え
る
で
し
よ

　
制
度
を
超
え
る
意
識
を

　
そ
シ
レ
だ
中
、
〈
泌
労
働
省

で
は
、
事
実
上
の
男
女
平
等
の

実
現
に
向
け
、
今
ま
で
は
雇
用

者
に
対
し
て
「
努
力
義
務
」
で

あ
っ
た
内
容
を
「
禁
止
規
定
」

に
す
る
な
べ
均
等
法
の
運
用

か
強
化
す
る
方
向
で
見
直
し
を

し
て
い
く
ぷ
つ
で
す
。

件
で
す
。

　
〈
貸
し
出
す
も
の
〉

□
機
材

　
0
1
6
ミ
リ
映
写
機

Ｏ
ス
ラ
イ

　
一
方
女
性
に
も
、
①
「
働
き

た
い
」
「
働
き
続
け
た
い
」
と
い

う
意
識
・
意
欲
を
し
っ
か
り
持

つ
こ
と
。
吏
七
れ
と
共
に
、

②
女
性
で
あ
る
こ
と
だ
け
を
理

由
と
し
た
男
性
と
の
雇
用
上
の

差
に
つ
い
て
、
早
急
に
改
善
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

認
識
す
る
こ
と
③
均
等
法
を

正
し
ぐ
理
解
す
る
こ
と
な
ど
が

望
次
れ
て
い
ま
ず
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
今
年
の
男
女
雇
用
機
会
均
等

月
間
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

　
「
ナ
イ
ス
キ
ャ
″
チ
、
私
の
意

欲
･
＜
Ｋ
社
の
期
待
」
。
働
く
う
え

で
の
男
女
平
等
の
実
現
に
は
、

雇
用
者
と
女
性
の
双
方
の
意
識

敬
今
あ
る
制
度
夕
超
え
る
ま

で
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

ド
映
写
機
　
っ
ス
ク
リ
ー
ン
ー
ワ

イ
ド
レ
ン
ズ
な
芦
関
連
機
器

口
教
材

　
左
上
表
の
と
お
り

ビデオソフト一覧表（ＶＨＳ方式）

題　　　　　名 時間

ボヶない老後 31分

たばこと健康 20分

食生活と成人病 25分

みんなの医学～40歳を過ぎたら～ 30分
成人病の予防～高血圧症を中心に～ 28分

お年寄りのためのマッサージ健康 30分

おやつを考える 28分

ストップ・ザ・肥満 33分

少しは汗をかきませんか． 25分
老年期をどう生きるか～心の健康～ 33分

LIVE CITY 宇治市 18分

象のいない動物園 80分
核戦争のもたらすものヒロシマナガサキ46分

黒い雨にうたれて 90分
火垂る(はたる)の墓 90分

風が吹くとき 85分

私の名はでんき 19分

豊かなくらしとエネルギー 20分

源氏物語「宇治十帖」 30分
大幣神事「よみがえる宇治の古墳文化」30分

ヒロシ々・母たちの祈り 30分
小さな証言者たち 20分
夏服の少女たち～ヒロシマBg和20年8月６日～30分
なつちゃんの赤い手袋 18分

ヴ

題　　　　　　　名 時間

天ケ瀬ダム「ワイド」 40分

武器なき闘い「ワイド」 120分

この流れの彼方に（宇治紀行） 35分

トロッコ（アニメーション） 11分
わがままな巨人（アニメーション） 27分

チーター君のおはなし（アニメーション） 10分
くまの子ジヤツキー（アニメーション） 27分
山ねずみロッキーチャック(アニメーション) 27分

おじいさんと不思議な贈り物(児童劇映画) 16分
おば捨て山の月（アニメーション） 21分

月の峰の狼（アニメーション） 15分
手品師(アニメーション） 15分
くまの子ウーフー（人形アニメーション） 18分

まんが偉人物語「良寛」（アニメーション） 11分
きつねのしつぼ（アニメーション） 17分

あんじゅとずしおう（アニメーション）･ 31分
―休さん「がまん会ときもだめし会｣(アニメーション) 25分

テビ六二死満塁（児童虜l』映iS） 51分

てんぐ祭りとガキ大将（児童S』映画） 41分
チョコレート戦争（児童劇映画） 41分

大きい一年生と小さな二年生（児童劇映画） 39分

走れ、ぼくの小さな友だち（児童劇映画） 47分

ぼくの熊おじさん（児童劇映画） 45分
夢かぎりなく～わが子に豊かな体験を～(児童劇映画)31分

わらべ家のおばさんたち（SiJ映il) 31分

わたんべとすばらしい仲間（劇映画） 40分
ごんぎつね（アニメーション） 21分

こぴととくつや（アニメーション） 10分ﾀﾞ
竹取物ii（アニメーション） 3国

いじわる狐(きつね)ランボー(アニメーション) 15分

どじよつ子ふなつ子（アニメーション）　　／ II分
二十四の§1劇映画アニメーション） 70分
夏服の少女たち～ヒロシマ･昭和20年8月6日～(ｱﾆﾒｰｼｮﾝ) 30分
核戦争後の地球一地球炎上－(アニメーション) 30分

核戦争後の地球－地球凍結－(アニメーション) 30分

第43回国体宇治市記録映画一あしたに虹のかけ橘を－40分

こぎつねコンとこだぬきポン(アニメーション) 21分

オズの魔法つかい（アニメーシヨンノ 10分
愛犬カヤ（アニメーション） 11分
いじわる崔きつね)ランポーのなみだ(アニメーション) 15分

いきいき健康講座

＝女性のための

　　　健康講座＝

　木幡公民館
　　　豊32－8290

　
「
人
生
八
十
年
時
代
」
と
言
り
れ

る
今
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
あ
り

いきいき健康講座の日程・内容

京都市交響楽団と歌ってみませんか

市民参加の

第九合唱団団員募集

　
十
二
月
八
日
㈲
、
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
市
制
施
行
四
十
周
年

た
い
と
、
だ
れ
も
が
願
っ
て
い
ま

す
。
し
妬
に
安
性
は
、
家
事
や
育

児
、
あ
る
い
は
看
護
な
ど
に
追
わ

れ
る
忙
し
い
毎
日
の
中
で
、
と
も

す
れ
ば
目
分
自
身
の
健
康
を
な
お

ざ
り
に
し
が
ち
。
こ
の
講
座
で
は
、

そ
ん
な
あ
な
た
の
健
喝
つ
く
り
を

一
緒
に
考
え
て
い
雁
垂
ｙ
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
公
民
館
▼
対

象
・
・
・
市
内
在
住
の
女
性
▼
定
員
・
：

先
着
3
0
人
▼
保
育
…
―
歳
以
上
の

幼
児
を
2
0
人
ま
で
。
受
講
申
し
込

み
の
際
に
申
し
出
を
。
お
や
つ

代
２
５
０
円
が
必
要
▼
申
し
込
み

…
同
館
（
S
3
2
・
8
2
9
0
）
へ
。

回 月日 テ　ー　マ 講　師

１ 6 /18
　(火)

女性のライフサイクルと健康
　－くらしの中に運動を一
　　　　　　　　　　(実技)

体育指導委員

２ 6 /25
　(火) 女性に多い病気とその予防宇治久世医師会

神谷啓造さん

３
７／２
　(刈 家族に病人が出たら

　　一家庭看護の実際－
市高齢者福祉課
保健婦･看護婦

４
７／９
　(火)

健康は丈夫な歯から

一‐生自分の歯で

　　　　　　過ごせるように－

宇治久世歯科医師会

佐野日止史さん

５ 7/16
　(火) 若さを保つ食生活

　　一減塩食試食－

市高齢者福祉課栄養士

食生活改善推進員

　　　｢若葉の会｣

※時間は、いずれも午後1時半～4時

を
記
念
し
て
、
管
弦
楽
団
京
都

市
交
響
楽
団
（
大
友
直
人
指
揮
）

と
市
民
参
加
に
よ
る
、
ベ
ー
ト

ー
ベ
ン
の
第
九
交
響
曲
の
演
奏

m
開
き
手
］
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
演
奏
心
一
に
出

演
す
る
合
唱
団
員
か
募
集
し
ま

す
。

　
市
民
の
手
に
よ
る
第
九
を
、

あ
な
た
も
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
募
集
人
数
…
先
着
４
８

人
▼
応
募
資
格
…
高
校
生
以
上

で
練
習
に
参
加
で
き
る
人
（
初

心
者
歓
迎
）
▼
結
団
式
・
・
・
７
月

1
0
日
伽
午
後
６
時
か
緑
９
付

け
▼
練
習
日
・
・
・
毎
週
水
曜
日
、

午
後
７
時
Ｆ
９
時
▼
結
団
式
・

練
習
場
所
・
・
・
文
化
セ
ン
タ
ー

（
保
育
室
あ
り
）
▼
指
導
…
伊
吹

新
で
兄
ほ
か
▼
入
団
費
・
：
5

0
0
0
円
（
学
生
は
半
額
）
▼
申

第11回木幡公民館まつり

　　　　　〈第1部〉

山野草・

園芸植物展‘

６月15日出･16日(日)

　
珍
し
い
ラ
ン
の
ほ
か
、
梅
雨
時

に
美
し
い
花
か
付
け
る
山
野
草
を

中
心
に
展
示
。
山
野
草
の
手
入
れ

の
講
習
会
や
お
茶
席
も
あ
り
季
ｙ
。

Ｅ
程
・
内
容
は
下
表
の
と
お
り
。

ぜ
ひ
お
い
で
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
一
般
の
人
の
出
品
も
募

集
し
柔
ｙ
。
あ
な
た
が
育
て
た
植

物
か
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…
６
月

1
2
日
出
～
７
月
1
0
日
出
に
、
同

セ
ン
タ
ー
（
S
2
0
・
2
1
1
1
）

へ
▼
主
催
・
・
・
宇
治
市
第
九
コ
ン

サ
ー
ト
実
行
委
員
心
一
、
宇
治
市
、

宇
治
市
教
育
委
員
会
、
剛
宇
治

市
文
化
セ
ン
タ
ー
。

希
望
久
は
、
六
月
十
三
日
出
ま

で
に
木
幡
公
民
館
（
酋
3
2
・
8
2
9

0
）
｀
へ
申
し
込
み
匁
な
お
、
搬

入
は
十
四
日
圖
、
搬
出
は
土
（
日

冊
に
、
出
品
者
自
身
で
お
願
い
し

ま
ず
。

第11回木幡公民館まつり(第I部)の催し・日程

催　し　物 日　　程

μ｣野草・園芸植物展

　　６月15日(土)

　　　　15日(日)

いずれも午前9時～午後4時

初夏の山野草講習会 　　６月16日(日)午前10時半～正午

お茶席〈一席200円〉 　　６月15日(日)午前lO時～午後３時

調理くずや食べ残し

流しには、ろ紙袋をかぶせた三角コー

－などをつけ、調理くずや食べ残しを

流さないように。

　野菜くずや食ベガすはゴミ

にして出すが、埋めて±＼z戻

しましよう。　　　　　　。

　”　　f●　　　　　　

3，&　　　　　

濁嵯

　　　祠

6

117

．1　

デ

つO　　　　　　　　　　　　　　　使い過ぎないように。
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え
ほ
ん
の

　
じ
か
ん

みんなでやればできること

地球にや

さしく川

にやさし

く　6月

は環境月

間
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市
民
の
ひ
ろ
ば

福
祉

　
手
話
教
室

　
手
話
の
学
習
冷
遥
じ
て
、
耳
の

聞
こ
え
な
い
人
た
ち
の
牛
活
や
問

題
を
知
り
、
交
流
を
図
り
季
ｙ
。

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
2
5
日
～
８
月
６

日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
、
７
回
。

午
後
７
時
半
ふ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・

総
合
福
祉
会
館
▼
内
容
…
る
７
あ

者
の
牛
屈
実
能
蚕
知
る
講
座
、
手

話
実
技
、
交
流
会
な
ど
▼
対
象
・
：

1
6
歳
以
上
で
全
回
出
席
で
き
る
ａ

聴
者
▼
受
講
料
・
：
無
料
▼
講
師
・

指
導
・
：
ろ
シ
忍
者
の
皆
さ
ん
。
手

話
サ
ー
ク
ル
会
員
（
健
聴
者
）
が

協
力
し
濠
ｙ
▼
申
し
込
み
・
：
６
月

2
1
日
圖
ま
で
に
福
祉
年
金
課
障
害

福
祉
係
（
内
線
３
３
４
）
へ
電
話

で
。

▲あなたも手話を勉強してみませんか

(写真はボランティアの皆さんの手話学習)

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
最
近
、
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

出
し
た
ら
、
染
み
が
付
い
て
戻

っ
て
き
た
」
「
色
落
ち
し
て
、

布
地
が
縮
ん
で
し
ま
っ
た
」
な

ど
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ト
ラ
ブ

ル
に
口
い
て
、
苦
情
や
相
談
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
新
素
材
の
登
場
が

　
苦
情
の
一
因

　
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
の
一
つ
に
、

新
素
材
の
登
場
が
あ
り
ま
ｙ
。

　
新
素
材
は
、
色
・
つ
や
・
風

合
い
な
ど
、
幅
広
い
面
で
お
し

ゃ
れ
の
楽
し
み
を
増
や
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

に
出
し
た
ら
変
色
し
た
、
風
合

い
が
損
な
わ
れ
た
な
ど
の
ト
ラ

クリ

ーニ

ング

の注

意点

　
在
宅
老
人
家
族

　
介
護
者
教
室

　
▼
と
き
・
：
６
月
1
5
日
出
、
午
後

２
時
～
４
時
。
集
合
は
、
午
後
―

時
4
5
分
、
京
阪
宇
治
駅
前
▼
と
こ

ろ
・
：
宇
治
明
星
園
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
…
「
老
人
に

多
い
皮
膚
病
」
の
話
と
懇
談
▼
講

師
・
・
・
同
セ
ン
タ
ー
看
護
婦
・
田
辺

ま
ゆ
み
さ
ん
▼
参
加
費
…
無
料
▼

送
迎
・
・
・
必
一
場
へ
の
送
迎
希
望
者
は

事
前
に
同
セ
ン
タ
ー
（
a
2
3
・
6

1
1
5
）
へ
連
絡
を
。

　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

〈
ワ
ー
プ
ロ
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
1
6
日
～
４
年
３

月
1
5
日
ま
で
の
毎
月
第
３
日
曜
日
、

1
0
回
。
午
後
１
時
～
４
時
▼
と
こ

ろ
・
・
・
磐
福
祉
会
館
▼
内
容
…
視

覚
障
害
者
用
ワ
’
・
‐
プ
ロ
と
点
字
プ

リ
ン
タ
ー
の
使
い
方
▼
対
象
・
・
・
市

内
在
住
で
視
覚
に
障
害
の
あ
る
人

▼
定
員
・
・
・
―
人
▼
参
加
費
・
：
無
料

ま
れ
る
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
ボ
タ
ン
の
破
損
・

紛
失
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
、
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
中
に
は
、
洗

っ
て
い
る
ラ
ち
に
、
溶
け
て
し

ホ
フ
ボ
タ
ン
も
あ
る
の
で
す
。

　
な
お
、
対
の
衣
服
は
、
原
則

▼
指
導
・
・
・
三
上
洋
さ
ん
▼
申
し
込

み
・
：
６
月
1
4
日
金
ま
で
に
社
会
福

祉
協
議
会
（
豊
2
2
・
5
6
5
0
）
へ

　
　
一
人
暮
ら
し
老
人

　
料
理
教
室

　
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
か
考
政
だ
、

簡
単
に
作
れ
る
料
理
で
す
。

　
▼
と
’
ご
・
・
・
６
月
1
9
日
困
、
午
前

1
0
時
～
午
俊
ｙ
蒔
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小

倉
公
民
館
ｙ
内
容
・
：
山
菜
ご
は
ん

・
さ
わ
ら
の
ホ
イ
ル
焼
き
・
じ
ゃ

が
い
も
の
煮
こ
ろ
が
し
ほ
か
▼
対

象
・
・
・
6
5
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
老

人
▼
定
員
・
・
・
先
着
3
0
人
▼
参
加
費

・
：
１
０
０
円
▼
持
ち
物
・
：
エ
プ
ロ

ン
、
マ
ス
ク
、
三
角
声
ん
▼
指
導

・
・
・
青
梅
グ
ル
ー
プ
▼
主
催
土
人

暮
ら
し
者
ｒ
ハ
の
会
▼
申
し
込
み
…

社
会
福
祉
協
議
会
（
豊
2
2
・
5
6

5
0
）
へ
。

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
①
店
頭
で
素
材
か
確
か
め

る
。

　
②
取
り
扱
い
絵
表
示
か
確

か
め
る
。

　
③
洗
っ
た
場
合
に
ど
シ
な

る
か
蔵
事
前
に
店
と
よ
く
話

ト
ラ
ブ
ル
防
止
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ら

プ
ル
も
増
え
て
い
ホ
チ
。

　
綿
と
ウ
ー
ル
な
ど
、
違
う
素

材
の
組
灸
Ｂ
せ
も
、
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
で
す
。
素
材
が
違
う

の
ぷ
ふ
ら
、
洗
い
方
も
当
然

違
う
の
ぶ
ふ
、
同
じ
衣
服
に

碑
ｐ
れ
て
い
る
た
め
に
、
「
縮

ん
だ
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生

と
し
て
、
一
緒
に
出
す
よ
ｙ
つ
に

し
ま
し
ょ
う
。
バ
ラ
バ
ラ
に
出

す
と
、
色
が
寂
口
っ
て
き
ま
ず
。

　
覚
え
て
お
き
た
い

　
六
つ
の
注
意
点

　
こ
ラ
し
た
ト
ラ
プ
ル
タ
訪
ぐ

た
め
に
、
次
の
六
つ
の
点
に
注

見
％
て
か
ら
、
店
に
出
す
か

出
さ
な
い
か
か
灰
め
る
。

　
④
　
染
み
や
汚
れ
の
あ
る
場

合
は
、
あ
ら
か
じ
め
伝
え
る
。

。
⑤
割
れ
た
り
溶
け
た
り
し

モ
シ
な
ボ
タ
ン
は
、
店
頭
で
取

り
は
ず
し
、
自
分
で
保
管
す
る
。

　
⑥
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し

お
知
ら
せ

　
私
立
幼
稚
園
児
の

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　
市
で
は
、
私
立
幼
稚
園
へ
四
、

五
歳
児
（
今
年
四
月
一
日
現
在
の

満
年
齢
）
を
通
園
さ
せ
て
い
る
保

護
者
に
、
幼
稚
園
を
通
じ
て
、
保

育
料
か
禰
助
し
て
い
未
了
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら
、
三
歳
児
に
つ
い
て

も
、
今
年
度
の
市
町
村
民
税
所
得

割
課
税
額
が
六
万
五
千
円
以
下
の

保
護
者
に
対
し
て
、
保
育
料
夕
福

助
し
ま
す
。

　
今
月
下
旬
に
、
各
幼
稚
園
を
通

じ
て
、
申
請
書
類
公
債
乖
ｙ
の

で
、
「
平
成
三
年
度
市
民
税
・
府

民
税
特
別
徴
収
税
額
通
知
書
」
か

　
「
平
成
三
年
度
市
民
税
・
府
民
税

納
税
通
知
書
」
か
添
え
て
、
各
幼

稚
園
に
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
補

助
金
の
幼
稚
園
へ
の
支
給
は
、
十

二
月
の
予
定
で
す
。

　
詳
し
ぐ
は
学
校
教
育
課
（
内
線

４
６
９
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
ぐ
だ

さ
い
。

　
神
経
難
病
個
別
相
談

　
▼
と
き
・
：
６
月
1
7
日
側
、
午
後

Ｌ
時
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治

保
健
所
▼
対
象
…
神
経
難
病
患
者
・

そ
の
疑
い
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族

▼
内
容
・
・
・
専
門
医
師
（
京
都
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部
教
授
・
藤

原
哲
司
さ
ん
）
に
よ
る
個
別
相
談

▼
申
し
込
み
・
：
６
月
1
5
日
出
ま
で

に
同
保
健
所
（
豊
2
1
・
2
1
9
1
）

へ
電
話
で
。

　
募
集

　
育
成
学
級

　
大
学
生
ア
ル
バ
イ
ト

　
▼
期
間
・
：
７
月
2
2
日
側
～
８
月

3
1
日
出
（
日
曜
日
と
８
月
1
3
日
㈹

～
1
6
日
出
は
除
く
）
、
午
前
８
時

半
～
午
後
５
時
▼
募
集
人
数
・
：
若

千
名
▼
対
象
・
・
・
大
学
生
▼
賃
金

（
日
額
）
…
5
5
0
0
円
▼
申
し
込

み
…
６
月
1
7
日
囲
ま
で
に
市
販
の

履
歴
書
に
写
真
受
ば
っ
て
、
社
会

教
育
課
（
内
線
４
７
６
）
へ
本
人

が
持
参
鴛

　
共
同
作
業
所

　
臨
時
職
員

　
▼
勤
務
内
容
…
障
害
者
に
対
す

る
作
業
指
導
・
牟
居
指
導
の
補
助

▼
募
集
人
数
・
・
・
―
人
▼
期
間
・
・
・
６

月
～
４
年
３
月
の
毎
週
月
人
居

日
。
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
５

時
▼
賃
金
（
日
額
）
・
：
5
0
0
0
円

▼
申
し
込
み
・
：
宇
治
共
同
作
業
所

　
（
木
幡
西
浦
3
8
－
９
、
容
3
2
・
2

0
2
4
）
へ
。

宇治川の鵜飼い始まる

6月1

5日か

ら

　
六
月
十
五
日
出
か
ら
、
塔
の

島
上
流
一
帯
で
、
鵜
（
う
）
飼
い

が
始
ま
り
未
了
。
夏
の
夕
暮
れ
、

家
族
そ
ろ
っ
て
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　
▼
期
間
…
６
月
1
5
り
出
か
ら

８
月
3
1
日
出
ま
で

　
▼
乗
船
・
・
・
喜
撰
橋
た
も
と
１

午
後
７
時
９
ぶ
ら

　
▼
料
金
・
・
・
Ｏ
乗
合
船
↓

1
5
0
0
円
、
子
供
（
小
学
生

ま
で
）
７
０
０
円
○
貸
し
切
り

船
1
1
0
人
乗
り
・
２
万
円
、
1
5

人
乗
り
・
３
万
円
、
2
0
人
乗
り
・

４
万
円
、
3
0
人
乗
り
・
６
万
円

　
▼
予
約
…
宇
池
川
観
光
通
船

（
S
2
1
・
2
3
2
8
）
へ

　
▼
問
い
合
わ
苓
・
・
同
社
か
観

光
協
会
（
豊
2
3
・
3
3
3
4
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

静
か
な
ま
ち
を

　
わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
か

ら
生
書
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
騒
音

は
、
「
生
活
騒
音
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
ず
。
と
昨
わ
け
、
夏
は
、

窓
や
ド
ア
を
開
け
放
つ
た
め
、

こ
の
牛
活
騒
音
で
、
隣
近
所
に

墟
管
琲
け
る
こ
と
が
多
く
な

り
が
ち
で
す
。

　
し
石
し
、
。
生
活
騒
音
は
、
皆

さ
ん
の
心
遣
い
と
気
配
り
で
、

解
消
す
る
こ
と
が
で
き
毒
Ｋ

身
近
な
と
こ
う
か
ら
、
か
つ
一

度
点
検
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
〈
生
活
上
の
配
慮
〉

▼
エ
ア
コ
ン
・
掃
除
機
・
洗
濯
機

　
置
く
場
所
に
気
を
配
り
、
深

夜
の
利
用
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

▼
車
な
ど
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ

　
無
駄
な
Ξ
ぷ
か
し
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

▼
ピ
ア
ノ
・
楽
器
の
演
奏

　
置
く
場
所
夕
考
え
、
演
奏
す

る
時
は
、
時
間
帯
に
注
意
し
、

窓
や
ド
ア
忿
閉
め
ま
し
ょ
う
。

▼
テ
レ
ピ
ー
ス
テ
レ
オ

　
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
適
切
に
し
、

深
夜
は
、
へ
″
ド
ホ
ー
ン
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。
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健
康
・

　
ス
ポ
ー
ツ

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
指
導
者
養
成
講
習
会

　
▼
と
き
…
７
月
２
日
㈹
・
５
日

翻
Ｌ
午
後
７
時
～
９
時
半
、
７
日

間
０
午
前
1
0
時
～
午
後
５
時
▼
と

た
時
は
、
必
ず
預
か
り
証
m
>

ら
い
、
品
物
を
営
け
取
っ
た
ら

な
る
べ
く
早
め
に
点
検
す
る
。

　
こ
の
よ
Ｌ
つ
に
、
店
頭
で
、
細

か
い
チ
エ
″
ク
や
話
見
口
な

ど
を
し
、
店
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
タ
ほ
か
る
こ
と
が
、

ト
ラ
ブ
ル
忿
呼
字
と
と
に
つ

な
が
空
手
。

　
　
　
　
　
　
（
自
治
振
興
課
）

こ
ろ
・
・
・
宇
治
公
民
館
▼
内
容
・
・
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ー
ム
や
ダ
ン

ス
・
歌
な
ど
の
実
技
と
指
導
方
法

▼
対
象
・
：
市
民
か
市
内
に
通
勤
・

通
学
Ｔ
？
ハ
▼
定
員
・
：
先
着
4
0
人

▼
参
加
費
・
：
1
0
0
0
円
▼
申
し

込
み
・
・
・
６
月
2
5
日
脚
ま
で
に
所
定

の
申
し
込
み
書
に
参
加
費
夕
添
凡

て
、
市
民
体
育
課
（
内
線
４
７
８
）

へ
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
実
技
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
2
9
日
出
、
午
後

Ｌ
時
と
３
時
半
の
２
回
▼
と
こ
ろ

・
：
黄
槃
体
育
館
▼
対
象
・
：
1
5
歳
以

上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
▼
定
員

・
・
・
各
先
着
3
0
人
▼
費
用
…
１
０
０

Ｏ
円
（
要
印
鑑
）
▼
申
し
込
み
・
・
・

６
月
1
6
日
閣
、
午
前
９
時
か
ら
同

館
（
容
3
3
・
4
0
0
1
）
へ
。
顔
写

真
（
３
？
×
２
・
５
ｔ
）
が
必
要
。

　
健
康

　
エ
ア
ロ
ダ
ン
ス
教
室

　
▼
と
き
・
：
６
月
1
8
日
～
７
月
1
6

日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
、
５
回
。

午
後
８
時
～
９
時
1
0
分
▼
と
こ
ろ

・
：
城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
▼
定
員

…
3
0
人
▼
受
講
料
・
：
1
5
0
0
円

▼
講
師
・
・
・
堀
井
洋
子
さ
ん
・
久
保

理
恵
子
さ
ん
▼
持
ち
物
・
：
運
動
の

で
き
る
服
装
と
屋
内
運
動
靴
、
タ

オ
ル
▼
申
し
込
み
・
：
６
月
1
8
日
㈹

ま
で
に
同
館
・
（
豊
4
6
・
0
7
8
0
）

へ
。

　
健
康
教
室

　
▼
と
き
・
：
６
月
2
8
日
～
７
月
2
6

日
ま
で
の
癌
翌
謹
日
、
５
回
。

午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
城

南
動
堂
福
祉
会
館
▼
内
容
・
・
・
柔

軟
体
操
・
リ
ズ
ム
体
操
な
ど
▼
定

員
・
：
3
0
人
▼
受
講
料
…
1
5
0
0

円
▼
講
師
・
・
・
南
村
照
子
岑
ん
▼
持

ち
物
・
・
・
運
動
の
で
き
る
服
装
と
屋

内
用
運
動
靴
▼
申
し
込
み
…
６
月

2
5
ｒ
ａ
ｇ
ま
で
に
同
館
（
容
4
6
・
0

7
8
0
）
へ
。

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
2
3
日
間
、
午
前

９
時
～
▼
と
こ
ろ
…
黄
柴
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
▼
内
容
上
般
男
女
（
高

校
馬
鬘
）
▼
参
加
費
…
Ｉ
チ
ー

ム
・
８
０
０
円
▼
申
し
込
み
…
６

月
抑
口
出
ま
で
に
、
は
が
き
で
的

場
一
さ
ん
（
〒
6
1
1
広
野
町
中
島
1
3
）

へ
。

　
水
泳
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
Ｈ
日
出
～
８
月

2
4
日
出
▼
と
こ
ろ
・
：
伏
見
教
場

　
（
伏
見
区
大
手
筋
上
る
南
部
町
・

南
部
児
童
公
園
プ
ー
ル
）
▼
受
講

料
・
・
・
１
万
8
0
0
0
円
▼
申
し
込

み
…
６
月
1
5
日
出
～
3
0
日
面
ま
で

の
毎
週
土
・
日
曜
日
、
同
教
場
で

▼
問
い
ふ
Ｂ
せ
・
・
・
㈲
京
都
踏
水
会

　
（
豊
０
７
５
一
７
６
１
一
1
2
7

5
）
へ
。

基
本
健
康
診
査

子
宮
が
ん
検
診
　
乳
が
ん
検
診

実
施
中

申
し
込
み
高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
3
6
0
）



　
本
市
の
平
成
二
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
一
億
五

千
万
円
の
黒
字
が
見
込
ま
れ
、
昭
和
五
十
六
年
度
以
来
の
累

積
赤
字
も
よ
う
や
く
解
消
で
き
る
め
ど
が
立
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
国
か
ら
受
け
て
い
た
「
高
医
療
費
市
町
村
」
の
指
定
も
、

今
年
度
は
解
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
「
国
保
事
業
運
営
安

定
化
計
画
」
を
立
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
れ

が
国
に
認
め
ら
れ
て
一
億
七
千
万
円
の
交
付
金
を
受
け
た
こ

と
、
市
の
一
般
会
計
か
ら
赤
字
解
消
の
た
め
五
千
万
円
を
繰

り
入
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
゛

診
療
費
は

こ
れ
か
ら
も
伸
び
る

　
本
市
の
平
成
二
年
度
の
国
保
診

療
費
は
、
全
体
で
約
九
十
三
億
円

に
も
上
る
見
込
み
と
な
っ
て
お

り
、
特
に
入
院
分
は
そ
の
ほ
ぽ
半

分
ぷ
め
て
い
未
了
（
表
１
参
照
）
。

こ
れ
を
、
一
般
・
退
職
・
老
人
と

い
う
国
保
加
入
者
の
区
分
別
で
み

る
と
、
診
療
費
の
う
ち
入
院
分
の

占
め
る
割
合
は
、
一
般
と
退
職
で

は
約
四
割
。
Ｌ
石
し
、
老
人
で
は

約
六
割
と
、
高
い
割
合
を
占
め
て

い
求
ｙ
。
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化

が
進
む
状
況
の
中
で
は
、
今
後
も

医
療
費
全
体
の
伸
び
は
衰
え
な
い

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

※
一
般
・
退
職
・
老
人

　
老
人
＝
老
人
保
健
該
当
者
。
七

ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業
の
一
環
と
し
て
天
ケ

瀬
森
林
公
園
に
つ
く
ら
れ
た
木
工
遊
具
。
健
康
づ
く
り

に
ご
利
用
く
だ
さ
い

十
歳
以
上
か
、
六
十
五
歳
以
上
の

寝
た
き
り
老
人
で
孝
入
保
健
の
適

用
か
受
け
る
人
。
加
入
者
数
で
は
、

市
国
保
の
一
五
・
四
％
を
占
め
る
。

ｇ ｉ ● ａ ● ● 丁 丿

　
、
し
か
し
最
近
再
び
、
入
院
分
を
中
心

ま
た
、
働
き
盛
り
の
層
が
社
会
保
険
に

者
に
お
け
る
高
齢
者
の
割
合
が
高
く
な

状
況
に
は
予
断
を
許
さ
な
い
も
の
が
あ

　
土
の
た
め
今
年
度
は
、
一
市
国
保
運
営
協
議
会
の

ま
え
、
「
安
定
化
計
画
」
を
自
主
的
に
策
定
。
こ

き
、
医
療
費
の
適
正
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き

　
　
－
－
－
ｌ
ｉ
ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
－
・
ｊ
－
i
　
1
1
9
1
1
1
　
i
J
―
―
―
　
　
ｌ
　
　
　
ｓ

今
回
は
、
、
こ
の
医
療
費
の
最
近
の
勣
向
と
『
平
成
三
年
度
。

ｓ
』
’
μ
に
】
ｔ
・
ｌ
　
・
‘
　
ｉ
‐
ｒ
χ
″
・
ゝ
ｌ
ｎ
Ｍ
Ｉ
ド
‘
ｆ
、
’
‘
゛
’
〆
ｌ
｀
―
ｏ
。
‘
で
　
’

　
退
職
＝
退
職
被
保
険
者
。
厚
生

年
金
や
共
済
年
金
な
Ｉ
原
受
給
し

て
い
て
、
老
人
保
健
の
適
用
を
受

加
入
者
数
で
は
、
市
国
保
の
一
二
・

八
％
を
占
め
る
。

　
一
般
＝
老
人
保
健
該
当
者
と
退

な
ぜ
高
い

市
国
保
医
療
費

　
高
い

　
１
日
当
た
り
費
用
額

　
次
に
医
療
費
の
傾
向
を
探
る
た

め
、
医
療
費
の
三
要
素
と
言
わ
れ

る
受
診
率
、
一
件
当
た
り
日
数
、
一

日
当
た
り
費
用
額
を
、
本
市
国
保

に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
（
表

２
参
照
）
。

　
受
診
率
は
全
体
的
に
全
国
平
均

以
下
で
、
一
件
当
た
り
の
日
数
も
、

老
人
の
入
院
分
が
高
い
ほ
か
は
全

国
平
均
を
や
や

上
回
る
程
度
で

す
。

　
と
こ
ろ
が
医

療
サ
ー
ビ
ス
の

単
価
で
あ
る
一

日
当
た
り
費
用

額
に
つ
い
て
見

る
と
、
全
体
的

に
全
国
平
均
よ

表2. 3要素で見る市国保医療費（平成元年度）

　　　　全国平均を100としたときの数値

り
高
く
、
特
に
老
人
の
入
院
・
入
院

外
分
と
、
退
職
の
入
院
分
が
極
め

て
高
く
な
っ
て
い
ま
ず
。
本
市
国

保
医
療
費
が
高
い
要
因
の
一
つ
が

こ
こ
に
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
老
人
の
医
療
費
は

　
全
国
平
均
の
Ｉ
・
４
倍
以
上

　
最
後
に
、
年
間
至
人
当
た
り

芦
元
く
ら
い
医
療
費
が
掛
か
っ
て

い
る
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
（
表
３

参
照
）
。
診
療
費
合
計
で
見
る
と
ど

れ
も
全
国
平
均
を
正
回
っ
て
い
ま

す
が
、
特
に
参
人
で
は
入
院
・
入

院
外
分
合
計
で
全
国
平
均
の
Ｉ
・

四
倍
以
上
、
実
に
八
十
万
円
４
ぐ

に
上
っ
て
い
圭
ｙ
。

＼ 一　　般 退　　職 老　　人 全　　体

区分 受診率
l件当たり

日　数

IB当たり

賢用額
受診率 1件当たり

日　数

I日当たり

費用顛
受診率

1件当たり

日　数

IO当たり
費用額

受診奉
1吽当たり

日　数

l日当f:り

費用頷

入院 86.95 100,25 114.0089,97 95.52 131.95112.75 102.57 130.4997.16 101.50 125.54

入院外94.81 101,29 109.5196.19102.18 111,1795.59111.56 122,6896.04 104.78 115.26

計 95.67 97.31 108.0298.45 98.48 114.2398.31111.72 128.8397.55 102.27 118,62

表3. 1人当たり年間の診療費(平成元年度）

　Ｏ　内は全国平均を100としたときの数値

区分 一般 退職 老人 全体

入院
51.993円

(99.37)

121,345円

(113.39)

469,588円

(150.90)

120,755円

(123.85)

入院外
57,286円

(105.07)

143,237円

(109.40)

306.190円

(131.06)

103,785円

(116.08)

診療費

合計

122.28i円

(100.69)

285,750円

(110.64)

793.109円

(141.49)

239,299円

(118.29)

大
切
に
使
お
う

み
ん
な
の
国
保
財
源

こ
れ
ら
の
医
療
費
に
対
し
て
国
一
保
会
計
が
負
担
す
る
保
険
給
付
費

　
現
在
、
市
国
保
で
は
、
全
体
の

高
齢
化
に
加
え
、
働
冑
聡
一
り
の
層

の
社
会
保
険
へ
の
加
入
が
進
み
、

高
齢
者
層
の
占
め
る
割
合
が
さ
ら

に
高
く
な
る
と
と
も
に
、
医
療
費

が
増
加
。
保
険
料
の
負
担
能
力
も

低
下
す
る
な
べ
厳
し
い
状
況
に

あ
り
季
子
。

　
事
業
の
運
営
に
は
困
難
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
健
全
で
安
定
し
た

運
営
の
た
め
、
次
の
点
か
種
と
し

て
「
安
定
化
計
画
」
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
①
レ
セ
プ
ト
点
検
の
充
実

　
レ
セ
プ
ト
審
査
室
を
中
心
に
、

レ
セ
プ
ト
（
医
療
機
関
か
ら
の
診

料
報
酬
明
細
書
）
の
点
検
体
制
を

拡
充
・
強
化
。
併
せ
て
国
保
連
合

会
の
審
査
機
能
の
強
化
を
さ
ら
に

求
め
ま
す
。

　
②
市
民
・
加
入
者
と
の

　
　
連
携
強
化

　
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
へ
’
ル
ス
パ
イ
オ

ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業
を
、
今
年
度
も

継
続
。
特
に
今
年
度
か
ら
は
、
国

の
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
（
高
齢
者
保

健
福
祉
推
進
十
ヵ
年
戦
略
）
を
踏

ま
え
た
各
種
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
健
康
は
自
ら
が
守
る
と
い

う
立
場
か
ら
、
皆
さ
ん
が
発
診
さ

れ
た
医
療
費
に
要
し
た
経
費
を
お

知
ら
せ
す
る
医
療
費
通
知
を
充
実
。

さ
ら
に
「
市
政
だ
よ
り
」
「
国
保

だ
よ
り
」
な
ど
の
広
報
紙
で
、
趣

旨
の
普
及
に
努
め
ま
ず
。

　
③
保
健
事
業
の
推
進

　
病
気
の
予
防
・
早
期
発
見
、
健

康
の
保
持
増
進
を
目
指
し
、
各
種

検
診
事
業
夕
禿
実
し
ま
す
。

　
特
に
国
保
半
日
ド
″
ク
は
、
対

象
者
の
年
齢
や
定
員
を
広
げ
ま
す
。

　
④
在
宅
ケ
ア
の
推
進

　
人
間
ド
″
ク
受
診
世
帯
に
、
健

康
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
た
め

保
健
婦
が
訪
問
指
導
１
　
蚤
す
。

　
⑤
医
療
機
関
な
ど
の

　
　
適
正
配
置

　
市
内
の
病
院
の
病
床
数
は
既
に

過
剰
の
た
め
、
今
後
の
増
床
に
つ

い
て
は
中
止
か
勧
告
す
る
ぷ
つ
、

府
知
事
に
、
引
き
続
き
強
く
要
望

し
示
ｙ
。

　
⑥
関
連
施
策
の
推
進

　
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事

業
を
中
心
に
、
高
齢
者
福
祉
・
社

は
、
そ
の
約
四
三
％
が
加
入
者
の

皆
さ
ん
の
保
険
料
で
賄
わ
れ
て
い

ま
す
（
表
４
参
照
）
。
一
人
ひ
と
り

が
こ
の
財
源
か
夭
切
に
使
う
よ
う

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

会
教
育
・
市
民
体
育
な
μ
と
連
携

し
、
健
辰
つ
く
り
に
重
点
を
お
い

た
事
業
を
展
開
に
玉
子
。

　
⑦
保
険
料
収
納
率
の
向
上

　
保
険
料
は
、
適
正
で
必
要
な
保

険
給
付
費
を
確
保
す
る
た
め
の
大

切
な
財
源
で
す
。
そ
の
た
め
保
険

料
の
納
付
意
識
を
加
入
者
の
皆
さ

ん
に
持
っ
て
も
ｎ
Ｑ
>
ｒ
ｖ
Ａ
つ
に
努
力

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
収
納
率
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
。

　
⑧
健
全
財
政
の
維
持

　
市
国
保
会
計
は
、
累
積
赤
字
解

消
の
め
ど
が
立
っ
た
と
は
い
え
、

今
後
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い

厳
し
い
状
況
。
そ
の
た
め
一
般
会

計
か
ら
特
別
に
繰
り
入
れ
但
竹
い

健
全
財
政
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
市
議
会
を
は
じ

め
国
保
運
営
協
議
今
国
・
府
な
ど

関
係
諸
機
関
と
密
接
に
連
携
し
、

運
営
安
定
化
に
向
け
て
一
つ
ひ
ご

つ
課
題
を
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

　
加
入
者
そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ん

の
健
康
を
守
る
国
保
の
事
業
が
、

安
定
し
円
滑
に
運
営
で
き
る
ぷ
つ

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

平成3年度の保険

料 ・65歳以上の単身者で，公的年金受給額

　250万円の場合

　①所得割額

　　(公的年金控除後の雑所得の額1,100.000円

　　　一基礎控除310,000円

　　　－65歳以上の場合さらに･170,000円)

＝57.040円

= 16,900円

　　　×9.2％

②均等fiJ額16､900×1人
③平等割額

■営業所得200万円，4人家族の場合

　①所得割額

　　　(2.000,000円一基礎控除310,000円)

　　　×9.2％　　　　　　　　　= 155.480円

　②均等割額16,900× 4人j　　＝67,600円

　③平等割額　　　　　　・　　＝28,000円

■給与収入250万円，3人家族の場合

　①所得割額

　　　(給与所得控除後の額1,585,000円

　　　一基礎控除310,000円

　　　一給与所得の場合さらに20,000円)

= 115,450円

＝50,700円

平等割額　　　　　　　　　＝28.000円

｢芋所僊屎行司①十②十③　101,940円

｢軍商原佞耳顧I①十②十③　251,080円

　　　×9.2％

②均等割額16,900×3人

③平等割額･平等割額　　　　　　　　= 28,000円

[軍所孫佞石茸]①十②十③－194,150円

(注)公的年金の控除額は年齢・収入金額によって異な

　　ります。

(注)給与所得の控除額li、給与収入金額によって異な

　　ります。
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お
知
ら
せ
し
ま
す
「
安
定
化
計
画
」

市
国
保
医
療
費
の
最
近
の
動
向

みんなで支えよう国保制度

所得割率9.2％　　均等割額（1人につき）16,900円　　平等割額（1世帯につき）28,000円　　賦課限度額420,000円
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